
 

東北大学病院 軽症病児・病後児保育室 星の子ルーム 
 

駐車場利用について 

星の子ルーム専用駐車場は、１日２台分までと

数に限りがあります。連日ご利用される場合も

１日ごとのご予約となりますので、スタッフに

お問い合わせください。 

玄関のボードをご確認ください 

当室では、玄関入り口に設置したボードにお子

さまの様子や連絡事項などを記入しておりま

す。お迎えの際に是非ご覧になってください。 

夏の保育室風景 

 

「災害時の病児保育」のシンポジウムで

は、大槌町保育園の先生から東日本大震災

時の様子について、女川町、郡山市の各病

児保育施設の先生からは震災以降の病児保

育で変わったことの発表がありました。 

その中の持病による常備薬の携帯につい

ての話では、災害時などでは薬をすぐに入

手できないことが多いため、数回分を持ち

歩くことと「おくすり手帳」の重要性が強

調されていました。 

お子さんが常備薬を服用している場合に

は、普段から持ち歩くようにすると安心で

すね。 

今年の全国病児保育研究大会は 7 月 14

日、15日に盛岡で開催されました。『少子

化時代の病児保育～様変わりする子育て環

境～』というテーマで、講演やワークショ

ップが行われました。昨今社会的問題にな

っている「幼児虐待」や「育児放棄」など

についての話もありました。 

本大会は私たち病児保育室スタッフが保

護者支援、地域社会への理解を求めるため

にどうするべきかを考えるいい機会となり

ました。まずは院内保育園、学内保育園と

の連携を図って保護者支援に繋げたいと考

えております。 

 残暑が厳しい日々が続いていますが、自然界では蝉の声がコオロギの声に変わり、季節は少しずつ秋に

近付いているようです。 

今年は夏風邪が全国的に大流行し、星の子ルームにも手足口病、ヘルパンギーナなどに罹患したお子さ

んが多く来室しました。熱も 39度 40度の高熱になり、保護者の方々もご心配だったことと思います。 

 今後も夏の疲れから体調を崩しやすくなりますので、十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけ、心身

共に元気に過ごしましょう。 
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当保育室では、季節に合わせて壁画や飾りが変

わります。夏の間、玄関に『うーたん』の七夕

吹き流しが登場しました。保育室に入ると金魚

ねぶたが出迎えてくれ、『ラッセラー♪ラッセラ

ー♪』と掛け声が聞こえてきそうです。 

 

 

 

 


